
平成３１年２月２０日開催定例美祢市教育委員会会議録  

 

 

開催日時   平成 31 年２月 20 日（水）午後２時から午後３時 20 分  

開催場所   美祢市勤労青少年ホーム「大会議室」  

 

 

出席委員           岡崎  堅次  教育長  

             秋山  信登  教育長職務代理者  

             金子  明美  委員  

             山本亜由美  委員  

              刀禰  信子  委員  

                                ５人  

 

出席教育委員会事務局職員   金子   彰  事務局長  

西村  明久   〃  教育総務課長  

久保   仁   〃  学校教育課長   

秋本  勝彦   〃  生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ推進課長  

井上  辰巳   〃  文化財保護課長  

中島  幹晃   〃  学校教育課主幹  

石川  博之   〃  美東事務所長  

佐々木彰宣   〃  秋芳事務所長  

野尻   悟   〃  教育総務課長補佐  

                   ９人  

 

 

開   会  

 

岡崎教育長  

午後２時  委員全員の出席を確認し開会を告げ、署名委員に刀禰委員、山本

委員を指名する。  

 

岡崎教育長  

  前回の会議録の承認について、事前に各委員へ配布された会議録への意見、

質問を求める。  

 

  全員承認  

 

 



岡崎教育長  

  行事関係について主なものを報告する。  

  ２月１日 (金 )、第２回長登銅山跡調査・整備委員会があった。３月２日に現

地説明会を開く。  

  ２月３日 (日 )、美東町駅伝競走大会が無事行われた。小雨の中、沢山の参加

があった。  

  ２月５日 (火 )城原小統合協議会、 13 日 (水 )赤郷小統合協議会の最後の協議

会を行った。  

  ２月 12 日 (火 )、秋吉台科学博物館協議会があり、科学博物館が開館 60 周年

記念としてミニ特別展を開いている。  

  ２月 14 日 (木 )、美祢市学校保健会研修会が行われた。同日夜、イングリッ

シュ・クラブの閉講式を行った。今年度は小学生 36 名、中学生 14 名が受講し

た。  

         

報告を終了し、委員に補足を求める。  

 

  意見がないことを確認し、行事報告を終了する。  

 

岡崎教育長 

  議案第１号「美祢市教育委員会公印取扱規則の一部改正について」の説明を

求める。  

 

西村教育総務課長  

  城原小学校及び赤郷小学校、豊田前中学校の閉校による学校印、学校長印の

個数の変更に係る一部改正である。  

   

岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。 

 

岡崎教育長 

質疑がないことを確認し、議案第１号は承認される。  

 

岡崎教育長 

  議案第２号「特別天然記念物秋芳洞照明植生対策委員会設置要綱の制定につ

いて」の説明を求める。  

 

井上文化財保護課長  

  秋芳洞内の照明植生の原因を調査し、その除去及び抑制対策の検討を行うた

め委員会を設置する。平成 31年度、平成 32年度に調査を行い、平成 33年度から

対策事業を行う予定としている。  



岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。  

 

秋山委員  

  委員は地元の有識者も含まれるのか。  

 

井上文化財保護課長  

  学識経験者として、九州大学や福岡大学などの教授など長期にわたり秋芳洞

で活動している人を予定しており、地元の人は予定していない。  

 

岡崎教育長 

他に質疑がないことを確認し、議案第２号は承認される。  

 

続いて、協議報告を各課から求める。  

 

西村教育総務課長  

教育総務課に関する事項として次の１点について案内をする。  

  ・平成 31年度第１回山口県都市教育長会議などについて  

   平成 31年度第１回山口県都市教育長会議及び山口県教育委員会協議会総

会、県市町教育委員会教育長及び委員による会議などが開催される。出欠を

確認したい。  

 

岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。  

 

岡崎教育長 

質疑がないことを確認し、続いて学校教育課に協議報告を求める。  

 

久保学校教育課長  

  学校教育課に関する事項として次の１点について協議報告をする。  

  ・働き方改革について  

   平成 31年１月 25日に中央教育審議会から新しい時代の教育に向けた持続

可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する

総合的な方策についての答申が出された。その中で時間外業務時間が１か月

で 45時間、１年で 360時間が上限とされている。 2020年度からは文科省のガ

イドラインに基づく方針の運用が開始される。美祢市の教職員の時間外業務

時間は小学校、中学校共に上限とされた時間を上回っているため、思い切っ

た業務改善を行う必要がある。このため業務改善の一環として、年１回の各

学校への市教委の支援訪問を止め、計画訪問のみ隔年で行いたい。  

 



岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。  

 

刀禰委員 

支援訪問で気付きなどがあった点を計画訪問でその後の改善などを確認で

きて良いシステムだと思っていたが、隔年の計画訪問だけになるとどのように

なるのか。 

 

久保学校教育課長  

現在のシステムは優れているが現場には負担となっている。市教委の訪問の

ほかに県教委の訪問が年に２回あり、県の訪問に合わせて市も訪問することや

市教委の研修訪問に合わせて訪問することで学校への訪問回数を減らしてい

きたい。  

 

金子委員 

実際に学校の経営状態や児童・生徒や教職員の様子をみることが大切だと思

っている。何らかの形で年に１回は学校を訪問したい。  

 

岡崎教育長 

指導案を作成し準備し授業をみせることが負担になっている。運営指導訪問

のような形にすれば、学校の負担は軽減されると思う。 

 

秋山委員 

県教委と一緒に訪問しても良いが学校の状況だけは把握しておきたい。  

 

山本委員 

教職員の負担が減るのであれば訪問回数を減らしてもいい。  

 

岡崎教育長 

教育委員は学校の状況を知るために年に１回は全部の学校を訪問したいと

いう意向だと思う。何らかの形で学校の負担を軽減しながら全ての学校を年に

１回は訪問できる機会を作っていきたいと思う。３月の定例会に新しい訪問案

を提出する。 

 

 

岡崎教育長 

質疑がないことを確認し、続いて生涯学習スポーツ推進課に協議報告を求め

る。 

 



秋本生涯学習スポーツ推進課長  

 特になし。  

 

岡崎教育長 

  続いて文化財保護課に協議報告を求める。  

 

井上文化財保護課長  

 文化財保護課に関する事項として次の３点について案内をする。  

 ・イラナ・ハルペリンさんの作品展について  

  ２月 24日、秋吉台科学博物館でイラナ・ハルペリンさんの作品展が開催さ

れる。  

 ・長登銅山跡発掘調査現地説明会について  

   ３月２日に今年度の発掘調査成果を公開するために現地説明会を行う。今

年は当時の作業場建物の可能性がある柱の穴の跡見つかっている。  

 ・国際洞窟写真家会合 2019秋吉台会合について  

   ３月５日から 22日まで美祢郵便局などで世界の洞窟写真展、21日には景清

洞で洞窟写真公衆、 23日には美祢市民会館で公開上映会が行われる。  

  

岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。  

 

岡崎教育長 

質疑がないことを確認し、続いて美東事務所に協議報告を求める。  

 

石川美東事務所長  

 特になし。  

 

岡崎教育長 

  続いて秋芳事務所に協議報告を求める。  

 

佐々木秋芳事務所長  

 特になし。  

 

岡崎教育長  

  以上で協議報告を終了する。  

 

岡崎教育長  

  教育委員からの提案及び意見を求める。  

 

刀禰委員  

  資料を基に、平成 30年度市町村教育委員研究協議会の復伝をする。  



 

岡崎教育長  

最後に、次回の教育委員会会議の開催について事務局に提案を求める。  

 

金子事務局長  

  次回の定例教育委員会会議は平成 31年３月 28日（木）午後２時から美祢図書

館「視聴覚室」において開催する旨を通知。  

 

岡崎教育長  

  午後３時 20分教育委員会会議の終了を告げる。  

 

 


